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長　坂　将　成（助教）（2007 年 4月 1日着任）

A-1) 専門領域：物理化学，軟Ｘ線分光学

A-2) 研究課題：

a) 軟Ｘ線吸収分光法による液体の局所構造解析

b) 低エネルギー領域の軟Ｘ線吸収分光測定のための検出器の開発

c) 電極固液界面の局所構造解析

A-3) 研究活動の概略と主な成果

a) 1 keV 以下の軟Ｘ線領域には化学研究に重要な C，N，O の K 吸収端や遷移金属（Mn, Fe など）の L 吸収端が存在する

ため，液体の局所構造を元素選択的に調べられる有望な光領域である。しかしながら，軟Ｘ線の液体による吸収が大きく，

液体層を 1 µm 以下にしなければ軟Ｘ線吸収分光（XAS）測定が不可能であった。我々は液体層の厚さを 20 nm ~ 2000 

nm の範囲で調整できる透過型液体セルを独自に開発して，液体試料の XAS 測定に成功した。更に，量子化学に基づく内

殻励起計算の結果と，XAS によるピークシフトを比較することで，異なる元素ごとに液中の分子間相互作用を調べる手法

を確立した。本年度は微小不均一性を示すアセトニトリル水溶液の XAS 測定を行い，水とアセトニトリルの双極子相互

作用により，アセトニトリルのクラスターが生成することで，中間の濃度領域で微小不均一性が現れることを明らかにした。

b) 200 eV 以下の低エネルギー領域には，Li-K，B-K，P-L，S-L 吸収端があるため重要であるが，回折格子により分光

された一次光の透過率が非常に小さく，高次光に埋もれてしまうため，XAS 測定は困難であった。そこで，試料を

透過した軟Ｘ線を金基板に照射して，放出される Au 4f 光電子の運動エネルギー分析により，一次光由来の光電子

強度だけを収量する新しいタイプの検出器を開発した。

c) Au(111) 電極上の水の局所構造を調べるために，蛍光収量型の電気化学セルを開発した。これにより，異なる電位に

おける水の構造変化と，電極表面での酸化物形成を，O-K 吸収端 XAS 測定から調べた。

B-1) 学術論文

M. NAGASAKA, H. YUZAWA, N. TAKADA, M. AOYAMA, E. RÜHL and N. KOSUGI, “Laminar Flow in Microfluidics 

Investigated by Spatially-Resolved Soft X-Ray Absorption and Infrared Spectroscopy,” J. Chem. Phys. 151, 114201 (7 pages) (2019).

J. REN, D. S. ACHILLEOS, R. GOLNAK, H. YUZAWA, J. XIAO, M. NAGASAKA, E. REISNER and T. PETIT, 

“Uncovering the Charge Transfer between Carbon Dots and Water by In Situ Soft X-Ray Absorption Spectroscopy,” J. Phys. 

Chem. Lett. 10, 3843–3848 (2019).

B-4) 招待講演

M. NAGASAKA, “Soft X-Ray Absorption Spectroscopy of Liquid for Understanding Chemical Processes in Solution,” 

Japan-Korea Molecular Science Symposium “Advances in Materials and Molecular Sciences,” Nagoya (Japan), July 2019.

長坂将成, 「軟Ｘ線XAFS の使いどころ：何が観えて何が解かるのか」, 日本化学会第 99春季年会特別企画講演「化学者の

ための放射光ことはじめ—XAFS 構造解析の基礎と先端応用」, 甲南大学 , 兵庫, 神戸, 2019年 3月.

長坂将成, 「軟Ｘ線XAFSによる溶液反応のその場観測」, 電磁波励起反応場第 188委員会 2019年度第１回ワークショップ 

「マイクロ波「その場」観察の新展開」, 東京工業大学大岡山キャンパス, 東京 , 2019年 5月.
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長坂将成, 「液体の軟Ｘ線吸収分光測定の現状と今後の展望」, 第 25回HiSOR 研究会「小型放射光リングによる多彩な量子

ビームの発生と応用」, 広島大学 , 広島, 東広島, 2019年 10月.

長坂将成, 「軟Ｘ線吸収分光法による溶液反応のオペランド観測」, 日本表面真空学会放射光表面科学研究部会「放射光を

利用したオペランド表面界面観測の最先端：構造から機能・反応へ」, つくば国際会議場 , 茨城 , つくば , 2019年 10月.

B-6) 受賞，表彰

長坂将成, 第 25回井上研究奨励賞 (2009).

長坂将成, 第４回分子科学会優秀講演賞 (2010).

長坂将成, 第 18回日本放射光学会奨励賞 (2014).

長坂将成, 平成 27年度電気化学会論文賞（共同受賞） (2015).

長坂将成, 分子科学研究奨励森野基金 (2016).

長坂将成, 日本化学会第 31回若い世代の特別講演会特別講演証 (2017).

長坂将成, 第 10回分子科学会奨励賞 (2017).

長坂将成, 自然科学研究機構若手研究者賞 (2019).

B-7) 学会および社会的活動

学協会役員等

日本放射光学会行事委員 (2013–2015, 2017–2019).

学会の組織委員等

第 14回XAFS 討論会プログラム委員 (2011)，実行委員 (2011).

日本放射光学会第７回若手研究会共同世話人 (2014).

International Workshop on Trends in Advanced Spectroscopy in Materials Science (TASPEC), Organizing Committee (2018).

B-10) 競争的資金

科研費若手研究（スタートアップ）, 「共鳴Ｘ線光電子分光法による分子クラスターの電子状態の解明」, 長坂将成 (2007年–2008年).

科研費若手研究(B), 「表面共吸着系の電子状態の同時観測法の開発と電極反応への展開」, 長坂将成 (2009年–2010年).

科研費若手研究(A), 「軟Ｘ線吸収分光法による電極固液界面の局所電子構造の解明」, 長坂将成 (2011年–2013年).

住友財団基礎科学研究助成, 「下部臨界温度を持つ溶液の局所構造解析とその起源の解明」, 長坂将成 (2014年–2015年).

光科学技術研究振興財団研究助成, 「軟Ｘ線吸収分光法による電極固液界面の紫外光励起過程の解明」, 長坂将成 (2015年–2016年).

科研費基盤研究(C), 「マイクロ流路を用いた溶液反応の時間分解軟Ｘ線分光法の開発」, 長坂将成 (2016年–2018年).

旭硝子財団研究奨励（第１分野）, 「オペランド軟Ｘ線吸収分光法による電気二重層の局所構造変化の解明」, 長坂将成 (2017

年–2018年).

自然科学研究機構新分野創成センター先端光科学研究分野プロジェクト, 「軟Ｘ線吸収分光法による光化学系II タンパク質

の酸素発生中心の構造解析」, 長坂将成 (2018年, 2019年).

科研費基盤研究(B), 「超高速軟Ｘ線吸収分光法による光化学系II タンパク質の光合成反応の機構解明」, 長坂将成 (2019年

–2021年).

公益財団法人村田学術振興財団研究助成, 「軟Ｘ線吸収分光法によるリチウムイオン電池のオペランド測定」, 長坂将成 

(2019年–2020年).




